
■ 第２回あきたスマートシティ協議会 議事録 

 

日時 平成２３年５月２０日（金）９：３０～１１:３０ 

場所 秋田市議場棟 第３・第４委員会室 

検討会 

委員 

NPO 法人科学協力学際センター：川添理事長（委員長） 

秋田大学教育文化学部地域科学課程：西川准教授（副委員長） 

東北大学大学院環境科学研究科：古川准教授 

秋田県立大学ｼｽﾃﾑ科学技術学部建築環境ｼｽﾃﾑ学科：板垣准教授 

東北電力株式会社 秋田営業所：寒河江副所長 

東部ガス株式会社 秋田支社：保坂支社長代理 

秋田商工会議所：岩本専務理事 

一般社団法人あきた地球環境会議：福岡事務局長 

秋田県産業労働部資源エネルギー産業課：三浦課長(代理：田川主査) 

秋田県生活環境部温暖化対策課：高橋課長（代理：池田班長） 

株式会社日本総合研究所：小長井マネージャー 

日本アイ・ビー・エム株式会社：長田ﾋﾞｼﾞﾈｽ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ・ﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙ 

ジョンソンコントロールズインク：三田村ディレクター 

アイ・エム・サービス株式会社：大山取締役統括部長 

コクヨ株式会社 RDI センター：飯沼課長 

秋田市環境部：佐藤部長 

計１６名（順不同、敬称略） 

参加者 

（敬称略） 

事務局 秋田市環境部、株式会社日本総合研究所 

配布資料 資料１：あきたｽﾏｰﾄｼﾃｨ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進協議会委員名簿 

資料２：スマートシティ情報統合管理基盤導入事業について 

資料３：あきたｽﾏｰﾄｼﾃｨ・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける地域 ESCO 事業の説明について 
資料４：ワーキンググループの進め方について 

資料５：第１回あきたスマートシティ協議会 議事録 
資料６：基本計画「あとがき」 

 
議題１ スマートシティ情報統合管理基盤について 
 

事務局より資料の説明後討議を行った。主な議論は以下のとおり。 
・ システム管理のための人材育成を行うことが重要。 
・ 今年度の実施スケジュールについては、費用対効果に配慮することを前提に、事

務局提案どおり進めることとする。 
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議題２ 地域 ESCO 事業の進め方について 
 

事務局より資料の説明後討議を行った。主な議論は以下のとおり。 
・ ESCO 事業の実施にあたっては、地元企業の参入機会を設けることが必要。 
・ 市有施設のエネルギー使用量削減効果は、基盤整備だけで判断するのではなく、

ESCO 事業と一体で考慮することが必要である。 
 
議題３ ワーキンググループの進め方について 
 

事務局より資料の説明後討議を行った。主な議論は以下のとおり。 
・ 各グループリーダーは中立的な立場の方から選定する。 
・ 実施スキームが決まっているワーキンググループについては、次回協議会までに

ワーキングを開催し、その結果を協議会で報告するものとする。 
 
議題４ その他連絡事項 
 

・ 次回協議会は 8 月。開催日は追って調整する。 
・ 震災の影響を考慮し基本計画書に「あとがき」を追加することとしたので配布す

る。 
・ 議事録についても公開対象とする。記載内容は議題と決定事項とする。 

 
以上 
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